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旭川分流部水理検討委員会報告旭川分流部水理検討委員会報告



2
※計画流量は平成４年に定められた「旭川工事実施基本計画」によるものである。

河川改修（後楽園
～東西中島地区）

計画流量：旭川工事実施基本計画（平成4年）

河川改修
（分流部上流）

現況流下能力
6,000m3/s6,000m3/s

4,000m3/s4,000m3/s

１．旭川の課題１．旭川の課題 現在の計画高水流量に対し、百間川分流部より上流及び後楽園～
東西中島地区周辺で、流下能力が不足している。
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平成１０年の洪水の状況　（岡山市　東西中島地区周辺）平成１０年の洪水の状況　（岡山市　東西中島地区周辺）

東西中島地区周辺で、浸水被害が生じた。

＜東西中島地区の被害状況＞

・床上浸水：14戸
・床下浸水：43戸

＜東西中島地区の被害状況＞

・床上浸水：14戸
・床下浸水：43戸
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2．百間川の課題2．百間川の課題 百間川河口水門の増築により、百間川下流での流下能力は大幅に向
上し、流下能力が不足する区間として、分流部～百間川橋間が残る。

百間川河口水門の増築

河道整備（分流部下流
～百間川橋付近）

計画流量：旭川工事実施基本計画（平成4年）

現況流下能力
2,000m3/s2,000m3/s

2,450m3/s2,450m3/s

分流部の改修
分流機能の
強化が必要
分流機能の
強化が必要

百間川橋改築

分流部では、安全・適切な分流機能

の強化が早急な課題となっている。

※計画流量は平成４年に定められた「旭川工事実施基本計画」によるものである。
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＜中原地区周辺の被害状況＞
・床上浸水：15戸
・床下浸水：8戸

一の荒手を越流

一部、破壊

旭川

百間川 二の荒手

一の荒手

百
間
川
　

旭川

中原地区
旭川からの逆流
により浸水

平成１０年の洪水の状況　（百間川分流部周辺）平成１０年の洪水の状況　（百間川分流部周辺）

「一の荒手」と「二の荒手」の

一部が破壊するとともに、旭川

からの逆流により、中原地区周

辺で浸水被害が生じた。

（中原川への逆流を防ぐ締切堤

防が平成16年3月完成）

「一の荒手」
　の破壊状況

「二の荒手」
　の破壊状況
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3．分流部の課題3．分流部の課題

一の荒手

二の荒手

三の荒手

堤防の大改造

「貞享の築造（1686年）」の概要「貞享の築造（1686年）」の概要

水部 荒手 旧山陽道 堤防 背割堤

明治25年洪水

昭和９年洪水

平成10年洪水

過去の破損箇所
（分流部周辺）

●分流部の荒手は、1686年の貞享の築造以来、約

300年間洪水から岡山市域を守る役割を果たし

てきたが、明治25年洪水にて三の荒手が破壊す

るなど、幾度も補強を繰り返している。

●一の荒手が含まれる背割堤は、大規模な洪水か

ら城下を守るために、決壊しやすく築造されて

いたと考えられる。

●近年の洪水（平成10年）でも、一の荒手や二の

荒手の一部が破壊している。

平成10年洪水の状況（一の荒手）

旭川

百間川

「旭川東部絵図」を近年の地形図上に比定したもの。
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一の荒手の分流機能の現状一の荒手の分流機能の現状

旭川の流量が約1,700ｍ3/sを越え
ると、百間川への分流が始まる。

1
約2,700ｍ3/sを越えると、一の荒手
前後の背割堤を越え始める。

2
約5,000ｍ3/sを越えると、背割堤
の概ね全区間を越え始める。

3 4
既往最大の6,000ｍ3/sでは、
背割堤より約２ｍ高い水位となる。

旭川 百間川

一の荒手の高さ

一の荒手旭川の堤防

①約 1,700 m3/s

背割堤の高さ
②約 2,700 m3/s
③約 5,000 m3/s
④約 6,000 m3/s

水深約２ｍ

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

昭和

9年
昭和

20年
昭和

38年
昭和

40年
昭和

42年
昭和

43年
昭和

46年
昭和

47年
昭和

51年
昭和

54年
昭和

55年
平成

2年
平成

10年

（m3/s）

約6,000約6,000

約4.400約4.400

①約 1,700 m3/s

②約 2,700 m3/s

③約 5,000 m3/s

断面イメージ
　　　　位置

一の荒手一の荒手

背
割
堤

背
割
堤

二の荒手二の荒手

旭川旭川

百間川百間川

中
島
竹
田
橋

中
島
竹
田
橋

分流イメージ（平面）分流イメージ（断面）

主　要　洪　水
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一の荒手の機能的な課題一の荒手の機能的な課題

旭 川

百間川

旭川の堤防

背割堤の高さ

旭川の堤防旭川の堤防

旭川の堤防旭川の堤防

旭川の堤防旭川の堤防

通常の水位までは安全だが・・・

越流により削
り取られる。

次第に崩れが
大きくなる。

やがて、
全壊する。

洪水が

堤防を

越える

と・・

●平成10年の洪水において、

一の荒手や二の荒手の一部

が破壊するなど、これまで

に幾度も修復・補強を繰り

返してきている。

●現在のままだと旭川の流量が約5,000ｍ３/sを

越えた場合、洪水は背割堤の概ね全区間を越

えることとなる。

課　題課　題

●歴史的な資源も破壊される。●歴史的な資源も破壊される。

●洪水をコントロールする分流機能を失う。●洪水をコントロールする分流機能を失う。

・百間川へ計画流量以上の洪水が流れる。

・百間川沿川での被害が拡大する。

・一の荒手、二の荒手が破壊される。
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旭川分流部水理検討委員会設立の背景旭川分流部水理検討委員会設立の背景

○平成４年４月に工事実施基本計画が改訂
　　
段階整備計画の立案が必要
　　　　　　　　　　　

○百間川の洪水処理能力向上に向けた課題
　　　①百間川分流部の分流能力の向上
　　　②百間川河口水門の排水能力の向上⇒（別途検討）　　

　
高度な技術的検討が必要　⇒　委員会の設置

百間川改修事業を昭和４９年度から百間川改修事業を昭和４９年度から
実施。河川改修・築堤工事を平成９年実施。河川改修・築堤工事を平成９年
３月に完了。３月に完了。



10

一の荒手の整備に関する検討経緯［旭川（分流部）水理検討委員会］

●検討フロー

一の荒手の整備に関する検討経緯［旭川（分流部）水理検討委員会］

　　平成10年より学識経験者と関係行政による「旭川（分流部）水理検

討委員会」を設置し、水理模型実験による水理検討を重ね、分流形式

及び分流堰の基本形状等の検討を行っている。

第１回委員会 H10.1.14

●一の荒手
最適形状（堰の方向）検討

第３回委員会 H11.3.9

●平成10年洪水（4,400ｍ3/ｓ）
対応の検討

第４回委員会 H12.3.3

●背割堤の局所
洗掘防止対策の検討

第６回委員会 H13.3.15

第２回委員会 H10.6.25

●階段整備計画別
最適形状の検討

第５回委員会 H12.10.20

●一の荒手基本構造の検討

●一の荒手基本構造の検討

第７回委員会 H14.3.7

第８回委員会 H15.1.30

●一の荒手（短期計画）
基本構造のまとめ

●上流背割堤形状及び
減勢池規模の検討

●一の荒手（短期計画）
基本構造の検討

平成10年洪水（戦後最大）平成平成1010年洪水年洪水（戦後最大）（戦後最大）

第１回委員会 H10.1.14

●一の荒手
最適形状（堰の方向）検討

第３回委員会 H11.3.9

●平成10年洪水（4,400ｍ3/ｓ）
対応の検討

第４回委員会 H12.3.3

●背割堤の局所
洗掘防止対策の検討

第６回委員会 H13.3.15

第２回委員会 H10.6.25

●階段整備計画別
最適形状の検討

第５回委員会 H12.10.20

●一の荒手基本構造の検討

●一の荒手基本構造の検討

第７回委員会 H14.3.7

第８回委員会 H15.1.30

●一の荒手（短期計画）
基本構造のまとめ

●上流背割堤形状及び
減勢池規模の検討

●一の荒手（短期計画）
基本構造の検討

平成10年洪水（戦後最大）平成平成1010年洪水年洪水（戦後最大）（戦後最大）

第１回委員会 H10.1.14

●一の荒手
最適形状（堰の方向）検討

第３回委員会 H11.3.9

●平成10年洪水（4,400ｍ3/ｓ）
対応の検討

第４回委員会 H12.3.3

●背割堤の局所
洗掘防止対策の検討

第６回委員会 H13.3.15

第２回委員会 H10.6.25

●階段整備計画別
最適形状の検討

第５回委員会 H12.10.20

●一の荒手基本構造の検討

●一の荒手基本構造の検討

第７回委員会 H14.3.7

第８回委員会 H15.1.30

●一の荒手（短期計画）
基本構造のまとめ

●上流背割堤形状及び
減勢池規模の検討

●一の荒手（短期計画）
基本構造の検討

平成10年洪水（戦後最大）平成平成1010年洪水年洪水（戦後最大）（戦後最大）

検　討　結　果

①分流堰の形式

　●斜め堰：旭川の法線に対し斜めに配置する形式（現状と同様）

②分流堰の基本形状（短期計画）

　●堰の高さ・断面幅、越流幅等の最適形状案

　●下流側背割堤とのすりつけ区間の最適形状案

③分流堰の基本構造

　●空石張構造（最適案）

④分流堰と関連する施設

　●上流側背割堤の最適法線案（亀の甲・ホタル池の保存を配慮）

　●減勢池の最適形状案、護床工の設置範囲　

検　討　課　題

①分流堰の形式

　●自然流下方式であるため、分流堰上流部での流況管理・植生管理が重要

②分流堰の基本形状（短期計画）

　●堰の高さを下げ、幅を拡げるため、越流頻度が増加する。

　　これらを踏まえた詳細形状に関する技術的な検討が必要

③分流堰の基本構造

　●計画洪水に対し安全な空石張の詳細構造に関する技術的な検討が必要

④分流堰と関連する施設

　●利活用面からの視点を加えた減勢池の詳細検討が必要　
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●水理模型：最適形状案（短期計画）

委員会からの提案

●一の荒手は、歴史的経緯に配慮し、現状と同じ自然分流方式とする。

●一の荒手越流部は、水平部の他、分流後の流れを乱れにくくするため、

緩傾斜部を設ける。

●一の荒手直下には、流れの勢いを抑える減勢池と洗堀防止のための護床

工を設ける。

●一の荒手の材質は、景観に配慮し、空石張などとする。

●分流堰の位置は、亀の甲（上流側）を現況のまま保存し、可能な限り分

流効率の良い上流側とする。

●背割堤は、現況の背割堤沿いとする。

※）上記の提案は、二の荒手の低水路部を治水上の支障から完全切り下げを前提としている。

百間川百間川

旭川旭川

一の荒手越流時の流況（上流からの眺め）

「分流部【一の荒手】の最適形状の提案」　

●水理模型実験の様子
　　：最適形状案（短期計画）　

旭川

亀の甲亀の甲亀の甲

緩傾斜部緩傾斜部

（約（約100m100m））

百間川百間川

（約（約142m142m））

洗掘防止のための護床工洗掘防止のための護床工

越流部越流部（水平部）（水平部）

約約30m30m

洪水流入の
勢いを抑え
る減勢池

洪水流入の
勢いを抑え
る減勢池
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●水理模型実験の様子

一の荒手・背割堤

・洪水を適切に分流させ、スムーズに下流へ導く
形状等の検討
・亀の甲、ホタル池など既存資源の保存に配慮し
た位置等の検討

減勢池

・洪水の勢いを軽減させる形状、規模等の検討

護床工

・越流による洗掘対策の必要範囲の検討

　亀の甲
（上流側）

　亀の甲
（上流側）

百間川

旭川

背割堤背割堤

一の荒手一の荒手
背割堤背割堤

減勢池減勢池

護床工護床工

水衝部水衝部
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水理検討委員会が提案した「一の荒手」の水理検討委員会が提案した「一の荒手」の
最適形状と構造イメージ図最適形状と構造イメージ図

一の荒手の詳細構造（ポーラスコンクリート案） 一の荒手の詳細構造（空石積案）


